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研究成果の概要（和文）：本研究では、発達特性がその後の人格形成や行動様式にどのような影響を与えるのか
を検討した。主な成果としては、まず、乳幼児期の発達障害児は、一般に使われる発達検査では本来の能力が見
出されにくいことが示唆された。そして、児童思春期にはゲームやweb閲覧などの娯楽的なメディアへの没頭が
目立ち、成人になるとその一部が精神症状を呈して臨床群となる。同程度の発達特性であっても、臨床群となら
ない人には特徴があり、特に女性においては、公平感や自己効力感が高いと他者からのみ評価されており、代償
が働いていることが伺われた。さらに、これらの背景を脳機能計測を通して認知メカニズム的に分析した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we examined how developmental traits affect personality 
formation and behavioral patterns. The main result was that children with developmental disabilities
 were less likely to find their original abilities on commonly used developmental tests. During 
puberty, children are immersed in recreational media such as games and web browsing, and when they 
become adults, some of them exhibit clinical manifestation. Individuals with similar developmental 
characteristics but without clinical manifestation had personality characteristics. In particular, 
such women were evaluated only by others as having a high sense of fairness and self-efficacy. 
Compensation was suggested as the reason. Furthermore, these backgrounds were analyzed in terms of 
cognitive mechanisms through brain function measurement.

研究分野： 発達行動学

キーワード： 発達障害　パーソナリティ

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
発達障害児の特徴を早期に理解することは重要であるが、従来の発達検査ではそれらを見落としやすいために、
視野を広げて能力を見出すような注意が必要である。また、没頭しやすい特徴は児童期のメディア依存に表れや
すいことにも留意すべきである。成人期には、対処スキルを学ぶことにより適応していくことが伺われるが、他
者からの評価は表面上の姿で本人は苦悩している場合があることにも留意し、等身大の理解をすることで、精神
症状の発現を予防することが重要である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

 人はそれぞれに性格やパーソナリティがあり、同じ状況においても行動パターンは人によっ

て異なる。そのパーソナリティは、児童思春期における様々な環境との相互作用を通して形成さ

れるとされるが、環境との相互作用の背景には、環境のみに起因できない一定の特徴があるので

はないか、と推測される。成人における行動パターンやパーソナリティは変えることが難しいた

めに、その形成過程から吟味し、問題行動や非適応的なパーソナリティ形成を防ぐ必要があると

考えられる。 

 このような研究は個別例では見られるが、環境因子はあまりに雑多であることから、網羅して

分析することは難しく、また、性格やパーソナリティを数値化して解析することも難しいため、

それらの関係性は明確ではなかった。 

 

２．研究の目的 

 上記の背景の中、生来的な発達障害の特性が相互作用に影響し、さらにはパーソナリティや成

人における行動様式に作用しうることに着眼し、それらの関係性を分析することを本研究の目

的とした。我々は、発達障害の特性を多面的、包括的に数値化する評価法 MSPA（Multi-

dimensional Scale for PDD and ADHD）を開発しており、また各ライフステージにおけるメン

タルヘルスを包括的に数値化する ASEBA（Achenbach System of Empirically Based Assessment）

の日本版も開発・整備している。このため、これらの関係性を解析することが可能となっている。 

 また、メンタルヘルスやパーソナリティ形成には、自己理解の程度も影響を与えていることも

想定し、自己評価と他者評価の差異とそれらとの関係性も検討した。つまり、同程度の発達特性

であっても、それを認識しているかどうかで行動パターンが変わってくるかを明らかとしたい

と考えた。 

 

３．研究の方法 

 本研究は、所属機関の倫理委員会の承認の上、主に以下の 3つの手法により行った。 

(1) 質問紙による全国調査 

国際的(100 言語以上)に最も頻用されるメンタルヘルススケールの ASEBA システムと、各種

発達特性の質問紙 ASSQ(Autism Spectrum Screening Questionnaire)、ADHD-RS (Attention Deficit 

Hyperactivity Disorder Rating Scale)、LDI-R(Learning Disabilities Inventory-Revised)により、全国調

査を行った。この調査は、1 歳半から 5 歳（保護者、保育士）、6 歳から 18 歳（保護者、教師）、

11 歳から 18 歳（本人）、19 歳から 59 歳（本人、よく知る他者）、60 歳以上（本人、よく知る他

者）とライフステージまた評価者ごとに数百例を集めた。ASEBA 質問紙は、ライフステージ、

評価者ごとに若干異なるが、下位分類として、不安抑うつ、引きこもり、思考、身体愁訴、注意、

反社会行動、攻撃性があり、さらに生活環境、職業、社会的地位、社会場面での状況、公平感や

自己効力感などの strength などの調査も含まれる。 

さらに、同 ASEBA システムが、新たに青少年のメディア依存質問紙（MAF：Media Activity 

Form）を開発し、その日本版の整備を行った。従来の質問紙は依存度を合計点として算出する

が、この依存症質問紙は支援ポイントが把握できる様式であり、6-18 歳の保護者 400 名、11-18

歳の児童 300 名に回答頂き、従来の依存症質問紙の IAT（Internet Addiction Test）との比較から妥

当性を検証した。 

また、臨床データとして、精神科および小児科の発達外来受診者、相談機関への来談者にも 

個別に説明と同意の上、同様の調査を行った。 



解析としては、ライフステージごとに群間比較、多変量解析を行い、発達特性と行動パターン

の関係性を探索した。成人においては、一般群と臨床群を対比しながら、メンタルヘルス全般と

発達特性の関係を分析し、同程度の発達特性である場合に、一般群と臨床群の差異は何であるか

を検討した。乳幼児は、小児病院のデータと比較した。児童青年期は、メディア使用時間と依存

度と発達特性との関連を検討した。 

 

(2) 胎児期からの縦断研究 

産婦人科と連携し、妊娠時に説明と同意の上で登録し、3 ヵ月、10 か月、1 歳半、3 歳の縦断

研究を行った。年間 20－30 例を登録し、70 例のデータが得られた。3 ヵ月時には両親への WEB

アンケートのみ、10 ヵ月以降は研究室に来室し、行動観察と発達検査を行った。3 歳まではベ

イリー発達検査、3 歳児には MSPA を追加し、自閉傾向のある子供には ADOS も追加した。上

記アンケート、検査結果は Microsoft Access にて作成したデータベースに入力し、厳重に保管し

た。発達過程を追跡し、自閉傾向のある子供の特徴を抽出した。 

 

(3) 認知機能検査 

 成人の自閉スペクトラム症者（ASD）30 名と定型発達者 30 名に、説明と同意の上、巧緻性

課題時の NIRS と脳波による脳活動を前頭葉、頭頂葉、後頭葉、小脳において計測した。同時

に、WAIS-III, ADOS, MSPA による行動評価を診断の確認も行った。課題時の脳活動を ANOVA

により群間比較し、さらに行動評価指標との関連を分析した。 

 同時に、NIRS と脳波の小脳の計測の可能性についても、視覚刺激提示課題と巧緻性課題によ

る脳活動を、視覚野と比較して検討した。 

 

４．研究成果 

(1) 乳幼児から高齢者までの計 15000 例余りについて、全国から収集した発達特性、人格、メ

ンタルヘルスの質問紙（ASEBA、MSPA、ASSQ など）の集計を行い、まずは、メンタルヘル

スの標準値を完成させた。次に、発達特性とメンタルヘルス、行動特徴の関係性について解析

を行った。メンタルヘルスの集計では、我が国の若い女性のメンタルヘルスの不安定さが見出

された。特に、自分ではメンタルヘルスが悪いと認識しているが、周囲はそのように受け取っ

ていないという自他認識の乖離が確認された。男性、45 歳以上の女性、さらには米国ではこの

ような特徴は見出せず、日本の文化様式の結果であることが伺われ、若い女性の置かれている

状況につき配慮や検討をする必要性が感じられた。 

成人におけるメンタルヘルスと発達特性の関係については、発達障害の傾向のある人はメン

タルヘルスが有意に悪いことがまず示された。同程度の発達特性の程度であっても精神科を受

診していない人と受診している人を比べると、精神症状やメンタルヘルスは受診群の方が悪い

が、受診に至っていない人は「強み」が見られる傾向にあった。特に、受診していない発達特

性の高い女性は、他者から見て、公平感や自己効力感が有意に高いと評価されていた。しかし、

自己評価においては内的な症状である不安抑うつ症状がみられ、過剰適応となってストレスが

かかっている可能性が示唆された。このことより、発達特性の高い人は適応しているように見

えていても、生きづらさを抱えていることを認識していく必要があるかもしれない。また、同

テータより、発達障害者は自己理解と他者評価が乖離しやすく、それらの傾向に男女の差がみ

られた。 

高齢者のデータから地域差の検討を行ったところ、都会と地方でメンタルヘルスに差を認め、



都会の男性ほど孤立を好み、メンタルヘルスも悪い傾向があった。 

乳幼児データからは、言語発達の男女を検討し、2 歳後半で女児が早く言語を発達させるが、

数か月で差が見られなくなった。女児の方がおしゃべりであると言われるが、言語獲得の量に

おいては、急激な発達段階の一時期のことにすぎず、男女差は、獲得の段階より発話量による

ものではないかと考えられた。また、夜泣きという行動特徴を示す乳幼児と一般群の特徴を比

較すると、夜泣き乳幼児は有意にコミュニケーションの問題や落ち着き問題が多くみられ、

ADHD または ASD の発達特性を有していることが多かった。しかし、夜泣きと発達障害の因

果関係について、どちらが原因でどちらが結果なのかは、年齢が低いために前後関係の判断が

難しく、今後、検討する必要がると考えられた。 

児童青年期のデータからは、まず吃音者のメンタルヘルスの解析を行った。吃音者は ADHD

児が多いこと、また、周囲から好かれていないという意識を持ちやすいことが見出された。幼少

期に、ADHD の特性からくる行動特徴に対して叱責などの否定的な関わりをなされたことによ

って不安が高まり、一部は吃音となるのではないか、と推測された。また、対人不安が強く、自

己肯定感も低いことから、保護的に関わり、自己効力感を育てる必要性が示唆された。 

 新たな質問紙（MAF）である青少年におけるメディア利用の調査の分析では、男女ともに

YouTube の視聴が多かった（6-10 歳保護者 34.2 分、11-18 歳保護者 50.7 分、11-18 歳本人 48.9

分）。その他、男子ではゲーム、女子ではメッセージのやりとりにも多くの時間を使っていた。

その中で、精神や発達について指摘を受けたことのある子供たちは、ゲームや web 閲覧などの

娯楽的なメディア利用において一般群よりも没頭しやすい傾向が見られた。これらの児童思春

期における生活様式やメディアへの依存度がその後のライフステージにおける行動パターンに

影響を与える可能性が伺われ、今後、さらなる解析を進めていく。また、この MAF 質問紙の信

頼性は、生活影響度を尋ねる項目 13 問のうち、ポジティブな影響をたずねる 2 問を除いた 11 問

について、Cronbach の α係数は、保護者回答では.91、本人回答では.90 を示し、内的整合性は良

好であった。妥当性については、保護者、本人のどちらも２つの質問紙間で正の相関が認められ

た（r=.563, p<.01, r=.551, p<.01）。 

 

(2) 縦断的な発達過程を追跡し、各発達段階の関連をみると、通常は正の相関がみられるが、3

歳の数概念の認知機能的側面は、10 ヵ月の言語受容と負の相関がみられた。つまり、10 ヵ月で

の言葉の理解の低さが、のちに数量概念という変化しにくい指標の獲得を促進した可能性も示

唆されたが、もともと変化に弱かったから言語の理解が低かったのかもしれず、結論には至らな

かった。3 歳の言語的な数量概念は、1 歳半の言語受容とは正の相関が示され、言語的な側面に

おいては、1 歳半の言語発達とつながって発達をしていることが伺えた。 

また、自閉症児と定型発達児とは通過する課題の傾向が異なっていることが示された。例えば、

3 歳で大きさを問う課題が 3 つ提示され、認知的に理解しやすい課題には自閉症は通過しやすい

が、言葉での理解が必要な課題は他の児童の多くが通過していても不通過となっていた。さらに、

自閉症児は、特に 10 ヵ月や 1 歳半では、通常の発達検査では低い成績となりがちで、3 歳ごろ

より本来の認知能力が結果に反映されやすいことが見出された。以上を踏まえ、非定型発達児の

能力は、従来の検査において把握しきれていない可能性が伺え、今後、より早期に非定型発達児

の能力を検出する課題開発の必要性が示唆された。 

 

(3) 若年成人の自閉スペクトラム症群と対照群における NIRS のデータから、特に巧緻性面

と発達特性の解析を進めた。巧緻性作業時には、両側後頭葉、つまり視覚野の反応は陰転化し、



前頭葉、頭頂葉が活発化、小脳の反応も見られた。自閉スペクトラム症者に見られた特徴として

は、巧緻性課題時に左小脳の活動が高くなる傾向にあったこと、また、右前頭葉の賦活が低いこ

とであり、イメージを描かずに巧緻作業を行っていることが示唆された。更には男女差も見られ、

女性の方が前頭葉の賦活を必要とせずに巧緻性作業をしているようであった。 

 なお、小脳における NIRS と脳波の計測は、8 割程度が可能であった。詳細の所見としては、

視覚刺激課題では小脳と視覚野ともに α帯域の減衰、θ帯域の活動の傾向が見られた。巧緻性課

題では視覚野で明確に α帯域の減衰が、小脳でもある程度の減衰が観察でき、小脳において 7Hz

付近の高周波 θ 帯域の活動の可能性が示唆され、脳波を用いた小脳の非侵襲的検討がある程度

可能であることを示せた。NIRS については、巧緻性課題において視覚野では oxy-Hb の減少が

認められたのに対し、小脳では増加が認められた。以上より、NIRS、脳波それぞれで視覚野と小

脳の反応の違いが見出された。 
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